
いたしましょう 。 (町民窓章より)

氏

s 
， 

“ボブスレー競争"で大はしゃぎ

「親とそ子」ガ冬のひとときを楽しく過
ごそうとq月13巳{目)、舎金小学綬のミ
二スロープで、ミカンひろい、ボブス
レ競争など、 laOlまを赤く染め、にぎ

南栄町子ども会のみなさんー

やかに一日を楽しんでいましだ。
みなさんも、畏いささの生活を歩くス

キ などで楽しく身体をきたえてみて
はいかガでしょうか。

'，l ， 

〆戸
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議長会
¥ーノ

季
節
労
働
者
就
労
対
策
事
業
な
ど
追
加

第 4固定
例町議会

一
般
会
計
、

十

一
億
四
千
万
円
に

第
四
固
定
例
町
按
会
は
、
十
二
月
十
八
十
九
日
の
二
日

間
関
ガ
れ
、
舎
金
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
、
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
態
案
十
三
件
を
審
醸
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
疋
。

こ
の
議
会
で
決
ま
つ
だ
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
可
。

。

一
般
会
計
補
正
予
算

成
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
二
百
五
十

二
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、
子
相
判
総
矧

三
十
二
億
四
千
五
百
三」
E

三
万
四
千
円

に
在
り
ま
し
子
、

一

、

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
国
民
健
康

保
他
特
別
会
計
事
業
勘
定
松
山
金
に

一

千
二
百
十
四
万
六
千
円
、
虫
皮
心
身
障

審
者
向
医
療
扶
助
費
九
十
五
万
四
千
円
、

老
人
医
療
扶
助
費
道
単
分
、
町
単
分
含

め
六
百
九
十
九
万
五
千
円
、

今
金
町
簡
易
水
道
特
別
会
計

総
出
金
七
十
一
万
三
千
円
、

乳
幼
児
医
療
白
(
町
山中
分
含

む
)
八
十
万
円
、
化
部
絵
山

衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

二
百
三
十
七
万
二
千
円
、

季

節
労
働
者
就
労
対
策
白
金
二

百
七
十
四
万
三
千
円
、
短
期

総
業
機
動
訓
練
事
業
三
十
二

万
円
、
転
作
経
営
安
定
資
金

利
子
補
給
賀
補
助
金
八
十
四

万
七
千
円
.
水
凹
利
用
料
編

J同

除
雪
に
懸
命
な
季
節
労
働
者

者
の
み
な
さ
ん
/

。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
。
に
行
政
指
導
を

部
落
町
内
会
長
会
議
で
要
望

部
綿
町
内
会
長
会
践
は
い
十
二
月
二

十
日
消
防
庁
令
に
約
七
十
人
の
代
袈
が

集
ま
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
多
発
す
る
交
通
事
故
に

対
し
て
、
北
桧
山
警
察
署
長
か
ら
、
と

く
に
死
亡
事
故
の
実
態
に
つ
い
て
具
体

的
な
説
明
が
あ
り
、
「
悲
惨
主
事
故
を

人
ご
と
と
思
わ
ず
に
注
意
し
て
も
ら
い

た
い
。
ス
ピ
ー
ド
出
し
過
ぎ
、
栖
酔
い

運
転
は
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
は
常
織

で
あ
る
が
、
自
]
過
信
が
多
す
ぎ
る
。

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
を
ス
ロ

日歳末だすけあい募金

総額 824，000円を配分

福祉施設などに

ー
ガ
ン
に
交
通
事
般
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
」
と
時
び
か
け
が
あ
り
ま
し
ト
ョ

つ
ぎ
に
町
長
か
ら
今
年
皮
肉
行
政
報

告
と
杭
祉
、
建
設
、
股
林
、
企
画
課
か

ら
所
包
事
項
の
報
告
、
説
明
が
あ
り
ま

L
P』。

行
政
全
般
に
対
す
る
質
疑
応
答
の
お

も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
ゴ
ミ
山
の
雄
理
を
年
内
川
に

l
利
工
昨

石
場
か
ら
光
台
に
通
じ
る
山
川
く
ぽ
地

心
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
が
、
現
地
の

実
態
を
淵
恋
し
対
処
し
た
い
。

H

み
ん
な
が
日
そ
ろ
っ
て
明
る
い
お
正

月
を
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年
イ
二
月

い
っ
ぱ
い
繰
り
広
げ
ら
れ
た

「歳
未
た

す
け
あ
い
運
動
」
は
、
町
内
部
落
会

を
通
ヒ
て
皆
き
ん
の
暖
か
い
普
芯
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
例
人
で
、
捌
紙
相
次
郎
さ
ん
か

ら
一
万
円
、
立
正
校
成
会
桧
山
支
部
や

日
亦
奉
仕
問
、
今
金
町
山
剛
人
会
.
今
金

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
森
山
曲
科
医
院

な
ど
の
団
体
か
ら
多
傾
の
普
古
が
寄
せ

ら
れ
総
頼
七
十
三
九
千
六
百
六
十
六
円

と
な
り
ま
し

pz

こ
れ
ら
は
次
の
施
設
に
配
付

マ
初
制
地
訟
の
入
所
者

1
二
十
八
人

マ
光
向
車
学
凶

1
六
人

11111川川川川111111川川川川111川H川1111

成
推
進
路
可
特
別
交
付
金
三
千
八
百
五

↓
六
万
四
千
円
、
土
壌
改
良
事
業
制
助

金
四
十
九
万
八
千
円
、
パ
ル
ク
ク
ー
ラ

ー
導
入
補
助
金
百
二
十
三
万
四
千
円
、

公
営
住
宅
修
給
料
百
万
円
、
教
員
住
宅

修
給
料
百
五
十
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
金
町
社
会
稲
祉
協
議

会
補
助
金
凪
百
六
十
五
万
二
千
円
、
児

時
肌
手
当
非
被
用
者
分
凶
百
二
十
三
万
問
、

道
産
米
品
質
改
善
総
合
対
策
事
業
補
助

金
百
六
万
九
千
円
山
村
地
域
農
林
抑

業
特
別
対
策
事
業
補
助
金
百
五
十
万
三
一

千
円
、
今
金
町
農
業
開
発
協
議
会
負
担

金
主
十
二
万
八
千
円

情

操
架
換
工
事

九
十
八
万
円
附
途
地
域
政
計
委
託
料

五
百
三
+
万
円
、
農
林
災
害
復
旧
費
六

百
八
十
八
万
一
千
円
、
な
ど
が
減
額
さ

れ
ま
L
Pョ

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金

三
千
三
百
七
十
九
万
八
千
円
‘
地
方
交

付
税
二
干
二
百
二
十
二
万
五
千
円
、
町

税

一
千
九
百
三
4
五
万
七
千
円
、
な
ど

が
見
ー
を
か
れ
、
道
支
出
金
六
百
二
十
五

万
一
千
円
な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
全
計
事
業
勘
定
で
は
保
険
給
付

費
な
ど
に
二
千
五
百
凶
十
万
二
千
円
追

加
さ
れ
‘
干
算
総
制
は
五
億
九
千
九
百

マ
南
栄
町
住
宅
団
地
の
排
水
笠
備
を

l

宅
地
内
造
成
に
欠
陥
が
あ
っ
た
の
で
、

融
雪
後
抜
本
的
に
対
策
を
た
て
た
い
。

マ
州
品
舟
凶

M
M
三
十
七
人

マ
生
前
保
慨
世
川
川
町
外
入
院
叩
句
者

1
一一

十
人
に
そ
れ
ぞ
れ
各
五
千
円

マ
町
内
長
期
入
院
忠
者

1
八
十
人
に
各

三
千
円
マ
町
内
短
期
入
院
忠
者
H

五
十
人
に
各

一
千
五
百
円

総
頼
七
十
三
万
九
干
円
が
配
付
さ
れ
ま

し
た
。町

民
の
み
主
さ
ま
の
ご
支
援
に
厚
〈

感
潤
い
た
し
ま
す
。

-
共
同
募
金
の
大
口
募
金
追
加

マ
丸
山
九
内

マ
今
金
町
森
林
組
合

マ
大
倉
氾
気
防
府

八
十
七
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

国
保
会
計
地
設
勘
定
で
は
、
薬
品
材

料
自
な
ど
の
病
院
事
業
費
用
に
九
千
六

百
五
十
万
三
一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
収
益

的
支
出
総
鰍
は
六
億
七
千
八
百
八
十
二

万
円
に
な
り
ま
L
P、

。
今
金
町
公
平
委
員
の
選
任

任
則
尚
了
に
伴
い
、
は

μ
一
氏
さ
ん

(
白
川
成
今
金
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

。
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

任
期
満
了
に
伴
い
、
中
村
倣
昭
さ
ん

(拍
歳
・今
金
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

0

0
今
金
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
お
よ

び
同
補
充
員
の
選
挙

地
方
自
治
体
的
選
挙
管
理
委
只
会
委

只
は
、
地
方
自
治
法
第

一
八
二
条
の
規

定
に
よ
っ
て
‘
議
会
の
選
挙
で
選
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

選
挙
の
結
来
、
次
の
方
々
が
委
只
お

よ
び
制
先
日
H
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
.

-
委

只楯阿

部
星

加

阿

部

・
補
充
只

枝

川
山

北
耳

形

子
向

人
事
院
納
此
u
に
よ
る
自
家
公
務
只
の
け

給
与
改
定
に
部
じ
て
、
町
職
口
町
給
与
、

諸
手
当
の
給
与
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し

た〈
〉
今
金
町
公
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正

公
也
住
宅
法
内
崎
行
税
制

一
部
改
正

に
よ
り
、
入
居
資
物
名
門
収
入
法
制
中
傾

お
よ
び
各
般
扶
養
控
除
額
な
ど
が
引
上

げ
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

。
今
金
町
立
学
校
条
例
の
一
部
改
正

今
金
町
立
中
学
校
が
現
在
七
校
あ
る

う
ち
般
川
中
学
校
と
今
金
中
学
校
二
校

に
改
正
さ
れ
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

。

一
般
質
問

四
議
只
か
ら
①
英
利
河
ダ
ム
対
策
に

つ
い
て
、
付
住
宅
対
策
、

ω就
労
対
策

目
観
光
資
版
対
策

②
保
健
行
政
に
つ
い
て
、
付
住
民
的
位

印
刷
教
育
と
肥
満
児
対
銭
。
自
然
環
境
保

全
内
産
業
振
興
に
つ
い
て
、

H
柴
M
刊河

ダ
ム
利
用
と
各
河
川
町
活
用
、

口
高
原

地
活
用
の
産
業
開
発
。

③
灯
油
問
題
に
つ
い
て
、
付
灯
油
外
燃

料
的
奨
励
策
。
公
営
住
宅
的
改
築
計
画

に
つ
い
て
、

付
旧
住
宅
の
改
築
制
回
。

内同
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
、

H
水
田
休

耕
と
畑
作
振
興
に
つ
い
て
。

④
遊
園
地
の
整
備
に
つ
い
て
。
街
路
灯

の
無
料
化
ー
な
ど
に
つ
い
て
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

発
三
扇
町
内
容
は

「
議
会
だ
よ

q
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

哲

了
(
今
金
)

広
(
英
利
河
)

雄
(
今
金
)

治
(
花
石
)

久 i且武

雄

(

林

幸

姉

(

今

哲

夫

(

喜
久
末

(

金 E" " 

公
住
の
入
居
資
格
者

収
入
基
準
額
引
上
げ

。
町
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

(町福祉課)

111 体 名 金書(i(i'JI 問 体 名 IIlM(1阿) 団 体 4出 金制(円) 団 (本 名 金額(円)

日程 "1 ]0咽叩O 虫 11，100 " 車 '1' 央 3，000 制i 丘 西 部 3α10 

高 主 町 ]0，伽10 住 n 4，0∞ 八 来 府 即 3佃 O 神1 Ji: 高 台 2α10 

日 グ〉 出 町 7，0∞ 上 師 ]11 5，5佃 八東宮町下 3，000 神 丘 Jも 相l 4，500 

見' 四I 21，問。 制i ]11 宮 JIIJ 34.200 八 現i 栄 ] ，4曲 イ マ ヌ エル 2.820 

A 帽 箇f ]8，凹0 傾L ]11 事: fliJ 5α)() 八 現E 初j 回 2，000 多台 岡 第 2，8∞ 
イミ 町 5帥O 何1 ]11 7，曲。 八 束 E 生 6，450 e令 問 前 1.500 

町{ 相I 町 13.900 下 事唱L ]11 1，400 自 有 5.200 多令 問 下 台 回0

岨 01 ]0，加O 下) ":;プ出合 1，000 金 団{ 地 2∞o ドド 丘学位足E 3，500 

栄 町 18，406 上 稲 邸 3，600 金 rfi トI ?向 8，500 八束宇佐磁 ] ，2回

大 相 関T 祖国O ド 布百 挫 3，500 金 原 ~と 8.800 今金町功、ト守本仕団 25，飢刻。

末 広 町 38，200 金 又 1. 200 上 金 原 4，曲。 欄惜閥次郎 ]0，倒10

帥 贋T 22，900 光 台 5守田 0 鈴 金 2曲。 私語 タド 相l 500 

時I 町 8，000 :康 多f 12，000 上 S合 金 6.300 今金町踊入会 30α10 

itJ 栄 町 46咽350 御 彬 19.600 :(; 日 ヲ十 3.000 立正世成金松山支部 14.570 

i1'ti コこ 団 1也 6，400 川島aι 1t 3，000 州島孔 出 3，500 今金フイオ ンズクフブ 50.000 

>x; ，日l 河一 目立 10.300 I有 5HA 41 ~ ]，伺 O ト マ ンゲ〆 5，000 (会民出沢克巳)

~刷l fiif 瓦山 3，400 凶 代 l佃0 中トマ ンゲン 1.800 1集 U] 性f 手キ 50，α10 

艶府J iiij'日 岡 9，7曲 上 国 代 9，0剖 神 丘 央 ]，900 

提 手'1 河 百IJ 2.320 南 図 1t 1，700 神 丘 新 興 3，500 

le 石 25，割問 八 S合 3.750 神 丘 台 1，100 合 計 739.666 

( 3 ) 

歳 末たすけあい募金一ご協力ありがとうございました昭和54年度



小学生の自転車事故目だつ

|昨年の突通事故分析から |

負傷者20人

昨
年
道
内
の
受
通
事
畝
巳
よ
る
死
者
は
五
百
四
十
九
人
で
前
年
に
比
べ
五
十

五
人
の
湾
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
二
位
の
干
葉
県
に
百
七
十
七
人
の
大
差
を
つ
け
て

五
年
連
続
全
国

一と
い
う
不
名
筆
怠
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
例
外
で
な
く
昨
年
六
月
二
十
六
日
稲
砲
で
下
校
の
小
学
絞

一
年
生
ガ
普
通
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
に
あ
い
亡
く
怠

ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
し
こ
そ
、
死
亡
ゼ
ロ
の
願
い
を
こ
め
て
、
昨
年
一
年
間
の
事
故
内
容
を

分
析
し
て
み
ま
し
だ
@

{資
料
は
今
金
融
宵
器
官
派
出
所
提
供
)

昨
年

一
年
間
、
町
内
で
発
生
し
た
交

通
4
故

(人
身
事
故
)
は
発
生
十
凶
件

に
死
者

一
人
と
二
十
人
の
負
似
を
出
し

て
い
ま
す
。
前
年
と
比
べ
発
生
件
数
が

六
件
、
負
傷
者
が
十

一
人
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
車
ど
う
し
の
事
故
七
件
、

特
に
地
加
し
た
の
が
車
輔
と

自
転
車
四
件
と
歩
行
者
の
徹

牲
が
三
例
も
あ
る
こ
と
、
そ

れ
に
年
併
を
見
る
と
幼
児
が

二
人
、
小
学
生
四
人

(内
死

亡
一
人
)
と
ほ
と
ん
ど
が
子

ど
も
の
被
告
が
多
い
の
も
目

だ
ち
ま
す
。

事
政
似
凶
を
み
ま
す
と
、

車
側
で
は
雪
道
や
カ
l
プ
で

ス
ピ
ー
ド
町
出
し
す
さ
、
追

い
越
し
に
よ
る
衝
突
事
故
五

件
、
わ
き
見
運
転
(
前
方
不
注

死者 1、発生14、

「

。
道
民
の
船
々
に

参
加
し
て

本当I~よかった f

有意義に

過ごした

船上生活

道
内
向
官
年
、
婦
人
を
対
象
に
、
ア

ジ
ア
祁
凶
を
悦
裂
し
洋
上
生
活
聖
地

道
民
の
船
に
参
加
し
た

桧
山
分
団

き糟鈴
た神金
正の地
面欠区
衝陥で
突が互 I

事 ら議
故起の

し
て
辿
幣
感
と
視
野
町
拡
大
を
は
か
り

も
っ
と
泣
か
主
郷
土
社
会
的
実
現
に
得

与
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
第
凶
回
道
氏

の
船
。こ

の
船
に
今
金
町
か
ら
参
加
し
た
中

野
公
郎
さ
ん

(八
束
)
と
川
村
教
干
さ

ん

(今
金
)
が
、
多
く
の
研
修
成
果
を

お
士
産
に
無
事
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

桧
山
か
ら
参
加
し
た
十
八
人
と
と
も

に
、
船
中
で
の
他
分
団
と
の
交
流
、
洋

上
祭
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
歌

戸
大
会
な
ど
に
相
極
的
に
参
加
。

ま
た
、
現
地
訪
問
、
現
地
肯
少
年
と

の
交
流
、
船
長
招
待
レ
セ
ブ
ン
ョ
ン
な

ι生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
辛
い
体
験

を
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

特
に
川
村
さ
ん
は
中
国
で
生
れ
育
っ

て
お
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、
戦
前

戦
後
の
中
国
を
自
分
の
目
で
視
察
し
て

き
た
こ
と
に
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。

上
海
を
皮
切
り
に
香
港
、

7

ニ
ラ
と

駆
け
歩
き
、
す
く
い
取
っ
た
断
片
の
い

く
つ
か
を
報
告
し
ま
す
。

8

道
民
の
船
H

に
参
加
し
て

川

村

教

子

J
山
氏
の
船
'
で
は
、
制
の
集
い
か
ら

一
日
が
は
じ
ま
る
。
団
長
、
副
団
長
町

一
日

l
lの
訓
話
、
そ
し
て
又
、
日
位

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
い
、
市
H
少
婦
人

が
一
向
に
集
っ
て
、
議
附
ら
し
い
講
師

の
も
と
で
研
修
、
私
に
と
っ
て
皆
は
じ

め
て
の
経
験
で
、

ニ
イ
二
日
間
‘
凹
百

九
十
人
的
方
々
と
中
で
ふ
れ
あ
い
‘
行

動
、
寝
食
を
共
に
し
た
こ
と
は
、

A
7
も

立
)
八
科
、
自
転
車
や
少
行
者
側
で
は

横
断
捗
追
を
歩
い
て
い
る
子
供
を
は
ね

る
な
ど
迎
転
者
向
歩
行
者
保
護
迎
反
が

一
件
と
大
き
な
恥
故
に
つ
な
が

っ
て
い

ま
す
。

事
故
を
起
こ
し
た
運
転
者
の
年
齢
は
、

二
十
代
前
が

一
人、

二
十
代
前
半
が
五

人
、
二
斗
代
後
半
が
一
入
、

三
十
代
前

半
二
人、

二一十
代
後
半
二
人
、
四
十
代

後
半
二
人
、
六
十
代
前
半

一
人
で
、
ヤ

ン
グ
ド
ラ
イ
バ
が
五
O
%
を
占
的
、

三

O
代
が
二
十
九
%
、
回
+
代
が
十
四

%
、
六
十
代
が
七
%。
巡
転
経
験
か
ら

は
五
年
来
湖
町
人
が
七
件

(無
免
許
一

件
を
含
む
)
、
五
年
か
ら
十
年
ま
で
が

三
件
、
十
年
以
上
が
凶
何
で
・

一
年
固

め
初
心
者
に
よ
る
無
謀
巡
転
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
道
路
別
発
生
状
況
で
は
、

毎
年
事
故
が
集
中
す
る
国
道
二
七
七
号

紘
上
が
主
で
、帥
V
江
地
区
で
一
件
、
今

金
地
区
三
件
、
極
川
地
区
二
件
、
住
吉

地
区

一
件
、
美
利
河
地
区
一
件
、
そ
の

負
傷
者
は
十
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
選
々
の
稲
位
、
八
束
、

団
代
、

今

金
で
六
件
、

町
道
市
街
地
で

一
科
負
傷

っ
て
最
大
町
感
激
で
す
.
又
、
一
番
心

に
残
っ
た
帯
地
地
は
上
海
で
す
。

小
綿
山
地
以
来
凶
日
目
に
陵
地
を
比
、

初
の
帯
地
地
が
上
海
/
大
陸
で
生
れ
‘

戦
後
の
第

一
船
で
引
掛
げ
る
迄
生
れ
育

っ
た
私
は
、
あ
の
時
的
感
激
は
、
生
涯

忘
れ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

可
愛
い
い
子
ど
も
達
町
打
ち
振
る
花

や
、
太
鼓
で
の
友
交
的
な
歓
迎
と
、
通

訳
の
方
々
の
、
心
か
ら
親
し
み
を
こ
め

た
笑
顔
と
拍
手
に
迎
え
ら
れ
、
本
当
に

似
し
く
忠
い
ま
し
た
。

=τ
白
川
町
滞
花
中
、
み
な
エ
ネ
ル
ギ

y
y
ュ
に
各
方
簡
を
勃
間
し
ま
し
た
が
、

一
需
感
じ
た
こ
と
は
、
人
民
挙
げ
て
の

節
エ
ネ
と
曹
つ
こ
と
で
す
。
零
下
五
広

μ
時
下
が
る
と
包
う
の
に
、
火
、
い
と
き
は

服
を
沢
山
虫
ね
て
治
、
剛
桝
炭
だ
け
で
岐

を
と
る
と
の
こ
と
、
ど
こ
に
も
限
切
設

備
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

又
学
校
や
職
場
で
は
、
婦
人
的
方
々

の
活
躍
が
目
立
ち、

素
肌
の
敵
に
お
か

っ
ぱ
の
愛
、
ズ
ボ
ン
姿
、
男
女
の
差
な

く
対
等
に
仕
事
を
し
て
い
ま
L
P』。

我
々
へ
の
説
明
も
、
婦
人
的
方
が
堂

々
と
声
を
高
ら
か
に
話
さ
れ
る
様
子
は
、

同
じ
婦
人
と
し
て
、
見
削
川
、
ヲ
占
が
多
々

あ
り
ま
し

ph。
そ
し
て
ど
こ
へ
行
っ
て

も
四
つ
の
税
代
化
の
説
明
、
人
民
公
社

桁
示
に
従
っ
て
働
き
成
川市
を
あ
げ
て
る

こ
と
が
、
寸
分
の
狂
い
な
〈
、

言
葉
で

は
ね
か
え
っ
て
く
る
こ
と
に
は
、
忠
利
仙

の
統

一
と
語
、
つ
の
か
、
戦
前
の
日
本
を

思
い
出
さ
れ
ま
L
P』。
又
人
民
心
を
ひ

区分 史生件" 死 者監 傷合.

，，~町 2 ( 4) o ( 0) 3山口
制嗣棚町 3 ( 6) I ( 0) 3 ( $) 

t松山町 9 (10) 3 ( 1) 13 (]2) 

今金町 14 (20) 1 (1) 2唖 (31)

書桧山Z調 (40) 5 ( Z) 39 (55) 

函館'1iili {14l7，053 25) 54 (65) 2(23∞ 114) 

企道合計 1~6:~~~ ) 1 5t~刊 41 I f~3~~~ ) 
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者
六
名

(死
亡

一
名
含
む
)
な
ど
道
路

市中仙
の
よ
い
個
所
で
多
発
し
て
い
ま
す
。

時
間
別
で
は
‘
正
午
か
ら
六
時
同
引
が
十

件
と
多
く
、
月
別
で
は

一
、
二
月
内
冬

期
間
に
凶
件
で
、
比
較
的
少
く
、

三
月

四
丹
市
下
故
ゼ
ロ
ほ
か
各
月

一
i
ニ
併
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
車
の
住
所
別
で
は
、
今
金
町
在

住
者
が
四
三

%
、
北
桧
山
町
、
瀬
棚
町

二
十
二
%
、
札
帳
、
函
館
な
ど
町
外
者

が
三
十
五
%
と
前
年
か
ら
比
べ
町
内
在

住
者
向
事
故
が
浩
干
減
少
し
て
い
ま
す
。

北
桧
山
警
祭
器
管
内
の
発
生
状
況
は

別
表
の
と
お
り
、
発
生
件
数
で
は
十
二

件
の
減
少
を
凡
た
も
の
の
・
死
者
が
一ニ

人
の
刷
と
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
き
を
物

結
っ
て
お
り
、
函
館
方
市
本
部
に
お
い

て
も
負
傷
者
百
八
十
六
人
州
と
い
う
拙

悪
の
紡
川市だ
っ
た
た
め
、
同
本
部
で
は

交
通
死
絶
滅
を
今
年
内
最
重
占
目
燃
に

掲
げ
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
、
酒
酔
い

運
転
、
速
度
述
反
な
ど
を
重
点
と
し
た

対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
指
導
、
取
締

ま
り
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
町
民
の
み
な
さ
ん
も
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

と
つ
に
し
て
の
国
づ
〈
り
へ
の
フ
ァ
イ

ト
が
う
か
が
え
ま
し
P、

定
年
退
職
金
制
度
と
か
、
相
祉
の
而

又
、
子
ど
も
途
町
教
育
に
つ
い
て
も
、

凶
人
組
解
放
後
は
保
町
さ
れ
心
配
は
無

く
な
っ
た
ヰ
ヲ
で
す
。

た
だ
、
男
三
+

オ
、
女
は
二
十
七
オ
で
の
結
婚
前
可
、

過
密
の
た
め
第
三
子
に
は
間
金
の
対
象

と
か
、
自
由
の
な
い
、
経
済
的
に
も
、

村
神
的
に
も
色
々
な
制
約
が
あ
る
よ
う

で
す
が
、
い
つ
か
自
分
逮
も
先
進
国
に

追
い
つ
き
た
い
、

二
十
年
後
、

三
十
年

後
を
見
て
欲
し
い
と
率
直
に
閉
山
る
様
子

に
は
、
ま
ね
の
出
来
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
子
、

上
海
の
方
々
の
友
好
的
な

ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
滞
在
町
三
日
間
は、

ま
た
た
く
川
に
過
ぎ
別
れ
る
時
に
は
、

本
当
に
つ
ら
〈
て
涙
が
あ
ふ
れ
出
ま
L

P
、
お
互
い
に
言
葉
以
上
に
肌
で
感
じ

と
っ
た
何
か
が
そ
う
さ
せ
た
と
思
い
ま

す
。広

く
世
界
に
目
を
聞
け
/
。
主
垣
内

知
事
的
主
旨
の
も
と
に

n
第
四
国
道
民

的
船
e

に
参
加
し
、
素
晴
ら
し
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
文
、
そ
の
機
会

を
与
え
て
下
さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
を

は
じ
め
‘
町
の
み
な
さ
ん
、
す
べ
て
の

方
々
に
心
か
ら
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
実
り
あ
る
大
き
な
収
慨
を
、

こ
れ

か
ら
は
、
地
域
の
た
め
に
一
紺
に
行
っ

た
若
い
仲
間
と
と
も
に
力
を
合
せ
て
少

し
で
も
泣
元
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
.

季
節
移
動
労
働
者
傷
害
保
険

に
加
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
/

(4 ) 

道
内
に
す
む
出
か
せ
ぎ
の
み
な
さ
ん

が
安
心
し
て
働
く
、
日
と
が
で
き
る
よ
う

に
と

「
季
節
移
動
労
働
者
傷
害
保
険
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
.
加
入
希
望
す
る

方
は
商
工
観
光
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

マ
加
入
対
象
者
M
U
迅
内
に
住
所
の
あ
る

季
節
移
動
(
出
か
せ
ぎ
)
労
働
者
。

マ
保
険
金
額

I
一
人
に
つ
き
五
+
万
同

以
上
、
五
十
万
円
刻
み
で
三
百
万
円
ま

で
加
入
で
き
ま
す
。

マ
保
険
金
の
内
容
M
①
事
故
の
日
か
ら

百
八
十
日
以
内
に
そ
の
傷
害
が
も
と
で

死
亡
し
た
場
合
は
‘
保
険
金
額
の
全
額

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

②
事
故
の
日
か
ら
百
八
十
日
以
内
に
そ

の
傷
害
が
原
因
で
後
諜
髭
古
が
で
た
場

合
は
、
そ
の
位
皮
に
応
じ
て
所
定
の
制

A
n
で
支
払
わ
れ
ま
す
③
入
院
し
た
場
合

は
、
百
八
十
日
を
限
度
と
し
て
保
険
金

制
的
千
分
的

一
・
五
、
通
院
の
場
合
は

九
十
日
を
限
度
と
し
て
千
分
の

一が
そ

れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
ま
す
。

マ
掛
金
の
補
助

1
保
険
金
訊
五
十
万
円
、

加
入
月
数
八
か
月
を
限
度
に
掛
金
町
三

O
%
を
道
が
補
助
し
ま
す
。

①
今
金
町
で
昨
年
加
入
し
た
方
は
二
十

六
名
で
、
傷
害
平
放
で
こ
の
保
険
を
活

用
し
た
方
は
、
三
名
で
す
。
い
つ
不日
胞

の
事
故
が
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、

出
か
せ
き
前
に
保
険
の
加
入
手
続
を
/

もっと牛乳を飲みましょう

牛乳は栄養のバランスのとれた

優れた食品です。美容と健康の

ためにも、も っと牛乳を飲みましょう 。

(5) 
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わ

け

や

出

ん

〈

一

川

)

す

き

に

を

さ

せ

帳

Hル

軒

、

、

ま

お

子

得

報

こ

削

月

り

の

か

お

お

広

リ
h

(

ケ

だ

っ

、

の

を

一

イ

K

7

ん

い

が

で

真

D

E
月、
7

遊

。

幽

ま

写

一

ル

の
カ
も
と
す
い

d

肱
プ

α
ん
7

で
ん
で
い
す

3

y

』刑
訴

さ

の

〈

口

わ

ま

ナ

将
一
雄

ん
ら

ち

毎

か

い

中

ス

ヰ人

旨

ゃ

い
H

見
向

い

て

集

の

h
M

回
目
ち
川
十
必
リ
向
け
募
官
い

ト
，

E
車

r
て

だ

、

か

奥

日

さ

八
理

つ
ん

ら

し

写

め
ど

町

内

で

の

昨

年

で

一
歩
間
違
え
ば
出
火
の
原
因
に
な
る

一
年
間
的
火
災
発
危
険
性
を
絡
め
て
い
ま
す
か
ら
、
常
日

生
は
建
物
六
件
、
引
か
ら
火
気
使
用
に
は
十
分
怯
窓
す
る

原
野

一
件
で
、
制
こ
と
が
大
切
で
す
。

害
額
は
二
千
百
十
二
月
三
月
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥

五
万
三
千
円
と
、
し
、
強
い
胤
が
暁
く
季
節
で
も
あ
り
、

前
年
に
比
べ
火
災
加
え
て
暖
房
器
具
の
使
用
な
ど
も
あ
っ

件
数
は
減
と
な
っ
て
火
災
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

て
い
ま
す
が
、
加
の
で
、
暖
房
器
具
の
占
枚
、
寝
る
前
、

答
品
で
は
約
一
千
外
出
前
に
は
必
ら
ず
火
の
元
を
確
か
め

万
円
の
増
と
な
っ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万

一
に
備
え
て
、

て
い
ま
す
。
と
く
消
火
船
内
使
い
方
、
避
縦
方
法
な
ど
を

に
昨
年
は
焼
死
者
平
日
胞
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
.

一
人
と
な
っ
て
い
ま
た
火
災
時
的
際
野
次
同
等
、
か
け

ま
す
が
全
体
的
つ
け
消
火
作
業
等
に
支
障
を
き
た
し
て

な
原
凶
は
、
タ
パ
い
る
而
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に

コ
的
不
始
末
、
ガ
注
芯
し
た
い
も
の
で
す
。

ス
コ
ン
ロ
の
消
し

忘
れ
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
に

よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
火
災
は

H

火
元
。

と
な
る
ス
ト
ー
ブ
の
取
扱
い
や
タ
バ
コ

の
不
始
末
農
作
業
に
よ
る
と
こ
ろ
の

機
械
の
管
理
等
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場

銀
世
界
の
中

さ
っ
そ
う
出
初
式

今
年
の
血
火
災
と
防
火
へ
の
決
意
を

新
た
に
恒
例
同
町
消
防
団
出
初
め
式
が

舎年4月から
提出期限ガ

変わります

-
6
 

算

渇

用

年

末

生

て

刊

日

険

ず

一

〔

通

況

2

ら

の

誕

い

月

保

疋

一

び

現

、
力

月

、

つ

2

会

お

↓

よ

の

年

月

生

し

に

描

社

へ

一

お

万

信

4

醒

だ

方

向

の

係

↓

金

る

で

の

r

E

の

で

り

金

一

年

い

ま

年

の

。

ヨ

ま

寄

年

↓

齢

て

れ

合

方

写

日

含

量

弱

↓

老

け

こ

、

る

ま

戸

り

、

役

↓

の

受

は

が

い

り

E

限

。

は

は

↓

金

を

限

定

て

わ

か

に

す

く

た

い

一

年

金

期

し

フ

愛

用

年

で

し

ま

さ

一

酌

年

出

で

町

田

に

4
1

舎

で

わ

所

だ

一

国

齢

提

巴

を

J

刀

、

ま

く

畠

〈

一

老

の

市

金

日

月

は

日

間

申

ね

4

[
 

五
目
、
制
服
も
り
り
し
く
、
き
び
き
び

し
た
動
作
で
市
街
地
を
行
進
し
、
町
民

に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
L
Pも

そ
の
あ
と
町
民
セ
ン
タ
ー
に
美
利
河

花
石
、
樋
川
、
今
金
円
四
分
団
員
が
参

加
し
、
一
年
間
の
防
火
、
防
災
へ
の
芯

を
新
た
に
哲
い
合
い
ま

L
Pも

ま
た
席
上
で
は
永
年
勤
続
、
功
絞
団

民
の
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

L
P、。

/

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

争
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
+
三
十
年
勤

続
1
山
口
説
伯

(花
石
)
妨
股
泊
五
郎
、

揃
亨
ニ
(
阿
川
)

争
北
海
道
知
事
表
彰
V
二
十
年
勤
続
M
目

安
法
問
、
連
峰
英
太
飢

(花
布
)
V
十

年
勤
続

l
藤
川
川
市
叩
M

M

(

今
金
)
蛭
子
判

泊
、
相
削
秀
雌
、
山
下
定
雄
、
大
的
水

徳
松
、
下
山
義
刻
、
下
山
愁
次

(以
上

美
利
河
)

争
道
消
防
協
会
長
表
彰
V
功
績
章
日
阿

部
久
治
(
花
石
)
架
山
幸
雄
(
今
金
)

曹三
ニ
十
年
勤
続

l
吉
田
辰
雄
(
今
金
)

稿
股
泊
五
郎
、
桶
亨
二
(
種
川
)
柳
良

治
(
今
金
支
指
)
V
十
年
勤
続
H

藤
川

町 民 ひろば口口地域内で き ζ と 話題、町政への意見、要盟・生活向知恵などをお寄せ〈だわ石百育妄万五I:f

圃一世電酷への切替え じ よる腔惜 /

料専のお支払を

八東地区地~~加が 3 fJ 18日ι

植 2時 か ら 般加入m:r.-，r;に切り fJ
ります.一般11i泊への切替え町設

備i科及び耐帯代金支払い乎蛇きを

止めとおり行いますから、必らず

手 続きをしてください.

b 日 時 2月目、 22日

午前 9昨 -3昨まで

今金町民セ ン ター

2 F金時主

p払込代金11川I券附入的場介

87，000円 山 皮
(2)倒券光却町拙合

66， OOO )1~ f'，~瓜'

当目的T'杭きは代劇的

方 でもできますが都合

で出席できないJrは今

金 'lll甜氾話局へ.i.1!品を.

支払いはすべて現金です.(脱出

組組行等の損控はできませんJ
. .臨時間 理 員事草W

今金町苧位和食セノタ ー で臨時

給食調理!日を 2名都品L:"す .

希望者は 2月20日までに柏立セ ン

ターへ申込み〈ださい.

b掠用長11 今年度中学校卒業主

は日位卒業予定-/"を

合的25...t-逼の町冶住
独身者に似る .

・今会幼稚園教醐揖用 事聾

今金幼稚園町教抽 1名を#拙し

ます。希望者は 3月 10日までに町

教育垂p全へ服鹿山地服惜 附r.， I~ 
を提出してください.

b掠用車1'1 有首相者(本年半輩

見込者(、町内イ仁怯-/"

・ 2月 の 当 番 医

3日北桧山町平医院 宮 (1)5011
10日北枯山町国保病院 E ⑥ 5321
11臼今金町聞慌柑院宮② 0221
17日今金町沼田医院 世 ② 0324
24日北枯山町間保病院 宮 ④ 5321

暮 らしの中の火災原因
くれぐれもご注意を

見rr[> tJ!j 

bそ 町 他

ル以上を経営す る世'，1;と刷査JUI日
副 1年間に品殺 生鹿物内総眠5';:;舶
が 10万円以上ある世帯とな ってい

ます調査員が焼 事 内 各 世 引 を 訪

1"ILますので、 加点的瞳旨をご理

解のうえご協力をお)3!i~、 L ます.
圃 韓学資金田 ご利用 を

町教育苦岳民会では今年 4月から

陣学 さ れ る 学 止の奨学資金町q.Jし
込みを受け付けしています.

t>nイτl制(T1，iiJ日位 5千円

大学 i万円、大主院 i万 2千 円

b倒越卒業桂 6ヶ月山:a、 10年
以内町年阻間ほ. 鮒 flj'子。

貸し付けを受け よ うとするカ は

2 T1末までに在学棋を通じて 11"1L 
込み〈ださい

・生活応急貴金 の貸 付

町 社会相祉協時金では阜市困窮

者 iニ対し資金を 貸 し 付 け い た し ま

す園

b貸付限度実n 1世帯 5万同以内

b 貸付Jt1lrUJ 6ヶ月以内

[> .fIJ 子 輯利子棉組保

貸付けを受けようとする方は地

域担当民生香凪に-111棋のうえご利

用を. 申込み用紙は祉企初祉協Z
会事鞘局にあります。

・ 特 別 生 活貴 金 のご利用を

灯油価格的押しい値上りにより

灯油等町附入町ため資金を必裂と

する老人、，し、身障仏!.-:告のある寧胞

母子家庭であ って柄制年金時を受

，If)さ h.ている 1]" に亦H. 、 l~NIす L 、
た し ま す 町 で 今金町社会福祉協

職金へ申込みください.
b貸付制 i世 ;j¥:3万円以内

b保世E人 1人

t>nイJ不1Iニ子f且{尽 なし

b川IhlJtJWlJ 55.:1'1'-1 H 7日治、ら

55.f'f-3 J=131 EIまてー
n1-1の悶から56年 3
H31日まで (据i丘IUI
間 55年 3月 31臼ま で)

実ヤ

帽.、:7- .. 
‘ある日のあなた。ー写真をさしあげます

p伯湿JUI川

-利別川河川敵地惜用許可の更新を

一 組河川判別川町河川般地位同

町昨可は 3年ごとにl!.'新すること

にな ってい ま す 。 併 可を受けて使

IHしている農家の方で引き杭き世

用さ h.るプYは、 2月末日まてーにi別
組判別川故時事業所管理官、で手続

きして〈文ゴさい.

今回忌Z新乎純者一 55勾三3月31Bま
でのJUI/l'1向者

・固定世塵視眼税台幡 町 値覧を

iltJJ:;IIUJi，孤て'は 3ル:11日から 3
月20臼 ま で の 川 土地、家屋内評

価制などを記柑した55年度 固 定 資

組 脱出組内耐をおみせします。

あなたの資産にかかる枇金はな

になになのか、 一 度硝隠してはい
ヵ、てーしよう均、.

・ 1980年世界 農 林 揖 センサスにご
協力を

北樽泊や附『的脱林軍町史態を明

らかにL..今植における牒林業生

産の発展のための各組町施世に必

裂な甜礎資料を叫るため 、 2J-l 1 
日現花てー企辺市町村を対象に行わ

tLまサー.
別査町対象は出家法ぴ牒京以外

町民主~l~詑体てす)fJ也mí制が10アー

治
菩
(
今
金
)
蛭
子
井
市
、
福
田
秀
雄

山
下
定
雄
、
大
泊
水
徳
松
、
下
山
義
男

下
山
愁
次

(以
上
美
利
河
)

A
V
町
長
表
彰
V
功
労
章
(三
十
年
勤
続
)

吉
田
辰
雄

(今
金
)

生
活
設
計
に

簡
易
保
険
を

郵
他
局
で
は
、

一
月
三
↓

一
日
か
句
、

三
月
三
十
一
日
ま
で

『明
る
い
く
ら
し

の
設
計
簡
易
保
険
新
加
入
運
動
』
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

一
月
か
ら
三
月
は
、
入
学
、
卒
業
、

就
職
な
ど
、
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
、

生
活
設
計
に
関
心
を
い
だ
く
時
期

簡
易
保
険
で
は
、
こ
れ
ら
の
出
来
事

に
対
し
多
く
の
保
険
を
朋
恕
し
て
、
み

な
さ
ん
の
将
来
に
役
立
て
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
|
|
こ
の
機
会
に
簡
易
保
険

を
利
用
し
て
は
|
|

。
ゴ
ミ
。
は
く
ず
か
ご
に

ポ
ス
タ
ー
で
呼
び
か
け
/

町
内
会
術
生
迎
合
会
で
は
、
今
小
五

年
生
町
作
品
で

「町
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
L

と
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
各
商

庖
に
約
五
十
枚
掲
載
を
お
願
い
し
て
、

各
家
庭
に
ゴ
ミ
の
関
心
を
深
め
よ
う
と

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

固
感
謝
し
ま
す
図

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
預
託

・
払
い
出
し

守
中
車
婦
人
会
(
代
表
品
テ
ル
子
)
さ

ん
か
ら
一
万
五
百
円
、
タ
オ
ル
三
十
本

パ
ス
タ
オ
ル
一
一
本
、
敷
布
中
古
三
十
出

を
盟
舟
図
ヘ
マ
工
藤
7
サ
子
さ
ん
(
大

和
町
)
、
制
村
利
子
き
ん
(
商
工
団
地
)

か
ら
お
む
つ
三
十
九
枚
笠
寿
図
へ

マ
今
金
日
赤
奉
仕
団
(
代
表
伊
藤
ト
ミ

ノ
さ
ん
)
か
ら
お
む
つ
二
百
十
枚
、
カ

ル
ピ
ス
六
本
位
舟
閏
ヘ
マ
大
合
啓
太
郎

さ
ん

(附
和
町
)
か
ら
各
五
千
円
を
光

町
単
学
問
、
小
百
A
H
保
有
凶
、
技
巧
凶

ヘ
マ
今
金
日
亦
奉
仕
団

(代
表
伊
藤
ト

ミ
ノ
さ
ん
)
か
ら
二
万
五
千
円
を
今
金

町
政
末
た
す
け
あ
い
募
金
へ
‘
お
む
つ

八
十
枚
、
み
か
ん

一
函
八
雲
町
し
ら
か

ば
愛
育
悶
へ
、
ガ
ー
タ
ー
編
み
六
百
五

十
六
枚
、

N
H
K
歳
末
運
動
へ
守
町
職

只
組
合
(
委
員
長
下
山
更
治
き
ん
)
の

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
各
三

万
七
千
三
百
九
十
三
円
を
光
の
盟
学
園

と
笠
舟
図
ヘ
マ
森
山
歯
科
医
院
(
院
長

森
山
誠
て
き
ん
)
か
ら
各
五
万
円
光
の

虫
学
園
、
円
以
持
園
、
町
議
末
た
す
け
あ

い
募
金
ヘ
マ
匿
名
の
方
か
ら
八
千
六
百

九
十
九
円
を
光
町
虫
学
園
ヘ
マ
今
金
三

虎
会
さ
ん
か
ら
五
千
円
盟
寿
国
ヘ
マ
く

み
あ
い
美
容
院
(
杉
内
茂
子
さ
ん
)
か

ら
一
万
円
今
金
町
社
協
愛
情
銀
行
へ
。

マ
側
坂
本
挫
設
(
代
表
松
下
謙
司
さ
ん
)

か
ら
1
万
円
光
の
星
学
園
ヘ
マ
尾
形
哲

夫
さ
ん
(
旭
町
)
か
ら
各
一
万
円
型
車
吋

園
、
光
の
旦
学
園
ヘ

マ
菊
谷
芳
春
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
亡

き
母
の
香
典
返
し
と
し
て
各
五
万
円
盟

針
閏
光
の
盟
牢
困
へ

マ
今
金
目
石
附
(代
表
川
村
正
夫
さ
ん
)

か
ら
各
五
万
円
、
州
品
舟
凶
、
光
の
虫
学

問
へ
守
山
uu
楽
食
主

(万
谷
昭
義
さ
ん
)

か
ら
年
越
ソ
パ

二
十
八
人
分
段
対
剖
ベ

マ
南
岸
老
人

7
ラ
ブ
(
代
表
小
岩
朔
術

さ
ん
)
か
ら

一
万
同
盟
奇
聞
ヘ
マ
大
倉

啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
各
三
千

円
光
の
里
学
園
、
立
寿
園
ヘ

マ
原
ミ
子
さ
ん
(
栄
町
)
か
ら
亡
き
夫

の
香
典
返
し
に
三
万
円
を
盟
寿
図
へ

マ
伊
藤
亜
紀
子
さ
ん
(
今
金
小
)
か
ら

毎
月
の
小
使
い
、
毎
月
二
百
円
を
光
司

虫
学
園
へ

マ
川
村
浩
一
、
哲
也
さ
ん

(日
英
町
)

か
ら

一
千
二
百
三
十
円
光
町
虫
学
凶
ヘ

マ
到
村
白
子
さ
ん
(
M
m

川
駅
前
)
か
ら

亡
失
の
香
典
返
し
に
各
十
万
円
山
野
問
、

光
の
皇
学
国
へ

(7) 



亙亙

主
す
。

日

②
医
療
費
控
除
本
人
や
家
族
が
病
気

一

に
主
り
、
医
療
伐
を
支
払
っ
た
場
合
、

自

そ
の
制
か
通
常
五
万
円
を
超
え
て
い
る
一

と
、
そ
の
越
え
た
部
分
的
金
似
が
所
利
一

金
日
制
か
ら
住
除
さ
れ
ま
す
。

一

③
住
宅
取
符
控
除
住
毛
を
新
築
し
た
一

り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
床
耐
一

村
い
か
一
六
五
平
方
訂
以
下
で
、
新
築

-
一

腕
入
し
て
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
人
以
し
一

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
場
合
、
居

日

注
し
た
年
か
ら
三
年
間
、
各
年
分
の
所

一

得
税
額
か
ら
最
高
三
万
円
が
控
除
さ
れ
一

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
控
除
が
長
け
ら
れ

一

る
住
宅
を
購
入
す
る
際
、
民
間
の
金
融
一

機
関
な
ど
か
ら
返
済
期
間
十
年
以
上
の
一

ロ
l
ン
を
利
用
し
、
昭
和
五
十
三
年

一一

月
一
日
以
降
に
居
住
し
た
と
き
は
、
年

戸

間
以
出
制
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
枇
市
三
山

万
円
が
三
年
間
控
除
さ
れ
ま
す
。

一

ω結
川
町
立
ど
の
た
め
に
年
内
中
注
で
辺
一

峨
L
、
再
就
職
し
な
か

っ
た
た
め
年
末

一

謝
格
を
長
け
な
か
っ
た
人
。

日

。
。

一

税
金
円
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
一

は
、
叫
叩
定
申
K
H

の
受
付
開
始
的
二
月
↓

一

」ハ日
よ
り
前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

Z

な
お
、
三
月
三
、
凶

nに
今
晶
弘
前
役

…

場
で
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
気

一

粍
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
早
め
に

3
月
3
日・

4
日
に
納
税
相
談
1
1i

・

昭
和
五
十
川
年
分
所
得
税
の
仰
定
申

告
の
時
期
(
二
月
十
六
日
1
三
月
十
五

H
)
が
近
づ
き
ま
し
た
。

所
得
税
に
は
い
ろ
い
ろ
な
控
除
が
あ

り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
場
合
ほ
と
ん
ど

の
人
が
年
末
調
強
で
控
除
を
受
け
そ

的
年
の
納
悦
は
完
7
し
ま
す
。
し
か
し
‘

医
療
費
控
除
や
住
毛
坂
御
控
除
な
ど
は

年
求
刑
削
指
て
投
除
て
き
ま
せ
ん
の
で
舵

返
申
告
に
よ
っ
て
控
除
さ
れ
税
金
が
戻

ウ
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
税
金
の
泣
付
が
受
け
ら
れ
る

場
合
を
総
允
し
ま
し
ょ
‘
ヲ
。

〈
確
定
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
る
人
v

川
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
雄
知
内
除
医

療
位
除
住
宅
取
得
強
除
が
受
け
ら
れ

る
人
。

①
維
似
住
除
災
山
川
口
や
消
鰍
、
航
領
な

ど
に
あ
い
、
住
宅
や
家
財
に
山
加
害
を
受

け、

そ
の
机
e
p
u
猟
が
年
間
所
仰
の

一
O

%
を
起
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え

て
い
る
部
分
が
所
得
制
か
ら
控
除
さ
れ

噌 h

= 広 級 =

トヒベyクス

』

-

季

節

労

働

者

の

健

康

鯵

断

一

安
心
し
て
山
保
ぎ
で
き
る
よ
う
に
と

町
と
職
業
般
漣
相
談
所
で
は
、
手
節
労

働
将
を
対
象
に

一
月
4
八
日
町
民
セ
ン

タ

で
健
康
診
断
を
行
い
ま
し
た
。

F

年
に

一
皮
肉
診
断
で
受
診
者
は
、

血
圧
測
定
、
尿
検
脊
な
ど
の
検
査
を
う

け
今
年
L
J
K心
し
て
行
け
る
な
品
物

と
お
互
い
に
話
合
っ
て
い
ま
し
子
、
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前月に

比べて

人口 9，244(+ 13) 

男 4，524(+8) 

女 4.720(+ 5) 

世帯 2，655(十 2) 

(l2H31日制)
I1IU"本台船i人口
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お
た
ん
じ
よ
う
お
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で
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う
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